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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】ユーザが靴を履くときに、靴のヒールを踏んで 
も手動の調整が不要な弾性ヒールおよび弾性ヒールを用 
いた靴を提供する。
【解決手段】弾性ヒール１は、連結部１１および弾性部 
１２を含み、連結部１１と弾性部１２はいずれもソール 
２のヒールに近い一端の縁に沿って半包括構造になって 
おり、連結部１１は弾性部１２の地面から離れた側に設 
けられ、弾性部１２は中央から両端に傾斜し、連結部１ 
１の底端の半包括構造は弾性部１２頂端の半包括構造に 
接続される。本考案の弾性ヒール１を靴に取り付けると 
、ユーザが靴を履くとき、ユーザのヒールが下向きに弾 
性部１２を押圧し、弾性部１２が弾性変形し、ヒールが 
下向きにソール２まで踏み続けると、弾性部１２が上向 
きに足首の位置まで戻り、靴が足に沿わないことを防止 
すると同時に、靴を履くとき、屈んでヒールを手で上げ 
る必要がない。
【選択図】図２

評価書の請求　未請求　請求項の数　10　　ＯＬ　（全7頁）



10

20

30

40

50

JP 3242065 U 2023.5.16(2)

【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 連 結 部 お よ び 弾 性 部 を 含 み 、 前 記 連 結 部 と 前 記 弾 性 部 は い ず れ も ソ ー ル の ヒ ー ル に 近 い  
一 端 の 縁 に 沿 っ て 半 包 括 構 造 に な っ て お り 、 前 記 連 結 部 は 前 記 弾 性 部 の 地 面 か ら 離 れ た 側  
に 設 け ら れ 、 前 記 弾 性 部 は 中 央 か ら 両 端 に 傾 斜 し 、 前 記 連 結 部 の 底 端 の 半 包 括 構 造 は 前 記  
弾 性 部 頂 端 の 半 包 括 構 造 に 接 続 さ れ 、 前 記 弾 性 部 に 垂 直 下 向 き の 力 が 加 わ る と 、 前 記 弾 性  
部 は 下 向 き に 弾 性 変 形 す る こ と が で き 、 前 記 弾 性 部 に 力 が な く な る と 、 前 記 弾 性 部 は 前 記  
弾 性 部 の 元 の 位 置 に 戻 る こ と が で き る 、 こ と を 特 徴 と す る 弾 性 ヒ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 弾 性 部 は 弾 性 部 部 分 お よ び 接 続 部 を 含 み 、 前 記 弾 性 部 部 分 は 前 記 接 続 部 の 上 方 に 配  
置 さ れ 、 前 記 弾 性 部 部 分 と 前 記 接 続 部 は い ず れ も 半 包 括 構 造 と な っ て お り 、 前 記 弾 性 部 部  
分 は 前 記 接 続 部 の 内 部 に 包 ま れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 弾 性 ヒ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 弾 性 部 部 分 は 中 空 構 造 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 弾 性 ヒ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 中 空 構 造 に は 菱 形 の 穴 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 弾 性 ヒ ー ル  
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 中 空 構 造 に は 円 形 の 穴 が 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 弾 性 ヒ ー  
ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 弾 性 部 部 分 と 前 記 接 続 部 は 一 体 的 に 成 形 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載  
の 弾 性 ヒ ー ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 接 続 部 の 中 部 は ヒ ー ル か ら 離 れ た 方 向 に 窪 み 領 域 を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 ２ に 記 載 の 弾 性 ヒ ー ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 連 結 部 の 中 部 が 前 記 弾 性 部 が 位 置 す る 平 面 上 に 投 影 さ れ る と き 、 前 記 連 結 部 の 中 部  
は 前 記 弾 性 部 の 中 部 よ り も ヒ ー ル に 向 か う 側 に 投 影 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に  
記 載 の 弾 性 ヒ ー ル 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ソ ー ル 、 ア ッ パ ー お よ び 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 弾 性 ヒ ー ル を 含 み 、 前 記  
ア ッ パ ー は 前 記 ソ ー ル に 固 定 さ れ 、 前 記 弾 性 ヒ ー ル は 前 記 ソ ー ル と 前 記 ア ッ パ ー の 両 方 に  
設 け ら れ 、 前 記 弾 性 ヒ ー ル の 前 記 連 結 部 は 前 記 ア ッ パ ー に 接 続 さ れ 、 前 記 弾 性 ヒ ー ル の 前  
記 弾 性 部 は 前 記 ア ッ パ ー と 前 記 ソ ー ル に 接 続 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 靴 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ア ッ パ ー の 前 記 連 結 部 と 前 記 弾 性 部 に 接 触 さ れ る 領 域 は 柔 軟 ア ッ パ ー で あ る 、 こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 靴 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 履 物 の 技 術 分 野 に 関 し 、 特 に 弾 性 ヒ ー ル お よ び そ の 靴 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 靴 は 人 々 の 日 常 生 活 の 必 需 品 で あ り 、 主 に ユ ー ザ の 足 を 保 護 す る た め に 使 用 さ れ 、 靴 の  
歴 史 は 古 く 、 ま た 技 術 の 進 歩 に 伴 い 、 現 在 で は 様 々 な ス タ イ ル の 靴 が 販 売 さ れ て い る 。 人  
々 の 生 活 の ス ピ ー ド が 加 速 す る に つ れ 、 多 く の 人 が よ り 履 き や す い 靴 を 望 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 現 在 市 販 さ れ て い る 靴 の ヒ ー ル 部 分 に は 、 靴 を 履 く と き に ヒ ー ル か ら 力 が 加 わ  
り 、 靴 の ヒ ー ル が ヒ ー ル に よ っ て 靴 の 中 に 踏 み 込 ま れ る こ と が 多 く 、 ま た 、 靴 の ヒ ー ル を  
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持 ち 上 げ る た め に 特 別 に 屈 む 必 要 が あ り 、 靴 の ヒ ー ル を 手 動 で 仕 上 げ 、 確 実 に 靴 を 完 全 に  
履 く た め に 高 齢 者 や 患 者 等 の 屈 む こ と が 容 易 で は な い 人 に と っ て 極 め て 不 都 合 で あ る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ を 鑑 み 、 本 考 案 の １ つ の 目 的 は 、 従 来 技 術 に お け る 靴 ヒ ー ル に 力 が か か る た め 、 靴  
ヒ ー ル が 靴 の 中 に 踏 み 込 ん で し ま い 、 手 動 で 靴 ヒ ー ル を 調 整 す る 必 要 が あ り 、 高 齢 者 や 病  
人 等 の 屈 み に く い 人 に は 極 め て 不 利 で あ る と い う 技 術 課 題 を 解 決 す る た め の 弾 性 ヒ ー ル を  
提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 の も う １ つ の 目 的 は 靴 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 の １ つ を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 は 、 弾 性 ヒ ー ル を 提 供 し 、 連 結 部 お よ び 弾 性  
部 を 含 み 、 前 記 連 結 部 と 前 記 弾 性 部 は い ず れ も ソ ー ル の ヒ ー ル に 近 い 一 端 の 縁 に 沿 っ て 半  
包 括 構 造 に な っ て お り 、 前 記 連 結 部 は 前 記 弾 性 部 の 地 面 か ら 離 れ た 側 に 設 け ら れ 、 前 記 弾  
性 部 は 中 央 か ら 両 端 に 傾 斜 し 、 前 記 連 結 部 の 底 端 の 半 包 括 構 造 は 前 記 弾 性 部 頂 端 の 半 包 括  
構 造 に 接 続 さ れ 、 前 記 弾 性 部 に 垂 直 下 向 き の 力 が 加 わ る と 、 前 記 弾 性 部 は 下 向 き に 弾 性 変  
形 す る こ と が で き 、 前 記 弾 性 部 に 力 が な く な る と 、 前 記 弾 性 部 は 前 記 弾 性 部 の 元 の 位 置 に  
戻 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 弾 性 部 は 弾 性 部 部 分 お よ び 接 続 部 を 含 み 、 前 記 弾 性  
部 部 分 は 前 記 接 続 部 の 上 方 に 配 置 さ れ 、 前 記 弾 性 部 部 分 と 前 記 接 続 部 は い ず れ も 半 包 括 構  
造 と な っ て お り 、 前 記 弾 性 部 部 分 は 前 記 接 続 部 の 内 部 に 包 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 弾 性 部 部 分 は 中 空 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 中 空 構 造 に は 菱 形 の 穴 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 中 空 構 造 に は 円 形 の 穴 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 弾 性 部 部 分 と 前 記 接 続 部 は 一 体 的 に 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 接 続 部 の 中 部 に ヒ ー ル か ら 離 れ た 方 向 に 窪 み 領 域 を  
有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 連 結 部 の 中 部 が 前 記 弾 性 部 が 位 置 す る 平 面 上 に 投 影  
さ れ る と き 、 前 記 連 結 部 の 中 部 は 前 記 弾 性 部 の 中 部 よ り も ヒ ー ル に 向 か う 側 に 投 影 さ れ る  
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の も う １ つ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 は 、 靴 を 提 供 し 、 ソ ー ル 、 ア ッ パ ー お  
よ び 上 記 い ず れ か １ 項 に 記 載 の 弾 性 ヒ ー ル を 含 み 、 前 記 ア ッ パ ー は ソ ー ル に 固 定 さ れ 、 前  
記 弾 性 ヒ ー ル は 前 記 ソ ー ル と ア ッ パ ー の 両 方 に 設 け ら れ 、 前 記 弾 性 ヒ ー ル の 連 結 部 は 前 記  
ア ッ パ ー に 接 続 さ れ 、 前 記 弾 性 ヒ ー ル の 弾 性 部 は 前 記 ア ッ パ ー と 前 記 ソ ー ル に 接 続 さ れ る  
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 選 択 可 能 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 ア ッ パ ー の 前 記 連 結 部 と 前 記 弾 性 部 に 接 触 さ れ る 領  
域 は 柔 軟 ア ッ パ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 考 案 が 提 供 す る 弾 性 ヒ ー ル お よ び そ の 靴 は 、 以 下 の 技 術 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 弾 性 ヒ ー ル は 、 主 に 連 結 部 と 弾 性 部 か ら 構 成 さ れ 、 連 結 部 と 弾 性 部 は い ず れ も ソ ー  
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ル の ヒ ー ル に 近 い 一 端 の 縁 に 沿 っ て 半 包 括 構 造 に な っ て お り 、 連 結 部 は 弾 性 部 の 地 面 か ら  
離 れ た 側 に 設 け ら れ 、 弾 性 部 は 中 央 か ら 両 端 に 傾 斜 し 、 連 結 部 の 底 端 の 半 包 括 構 造 は 弾 性  
部 頂 端 の 半 包 括 構 造 に 接 続 さ れ 、 本 考 案 の 弾 性 ヒ ー ル を 靴 に 取 り 付 け る と 、 ユ ー ザ が 靴 を  
履 く と き 、 ユ ー ザ の ヒ ー ル が 下 向 き に 弾 性 部 を 押 圧 し 、 弾 性 部 が 弾 性 変 形 し 、 ヒ ー ル が 下  
向 き に ソ ー ル ま で 続 く と 、 弾 性 部 が 上 向 き に 足 首 の 位 置 ま で 戻 り 、 靴 が 足 に 沿 わ な い こ と  
を 防 止 す る と 同 時 に 、 靴 を 履 く と き 、 屈 ん で ヒ ー ル を 手 で 上 げ る 必 要 が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 考 案 の 実 施 例 ま た は 従 来 技 術 中 の 技 術 的 解 決 策 を よ り 明 確 に 説 明 す る た め に 、 以 下 、  
実 施 例 ま た は 従 来 技 術 の 説 明 に お い て 使 用 さ れ る 図 面 を 簡 単 に 説 明 す る が 、 明 ら か に 、 以  
下 で 説 明 さ れ る 図 面 は 本 考 案 の い く つ か の 実 施 例 に 過 ぎ ず 、 当 業 者 で あ れ ば 、 創 造 的 な 労  
働 を す る こ と な く 、 こ れ ら の 図 面 に 基 づ い て 他 の 図 面 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 １ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 の 弾 性 ヒ ー ル の 展 開 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 弾 性 ヒ ー ル の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 弾 性 ヒ ー ル の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ 中 弾 性 ヒ ー ル の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 弾 性 ヒ ー ル を 含 む 靴 の 部 分 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 考 案 の 目 的 、 技 術 的 解 決 策 お よ び 利 点 を よ り 明 確 に 説 明 す る た め に 、 以 下 、 本 考 案 の  
技 術 的 解 決 策 を 詳 細 に 説 明 す る 。 明 ら か に 、 説 明 さ れ る 実 施 例 は 本 考 案 の 一 部 の 実 施 例 に  
過 ぎ ず 、 す べ て の 実 施 例 で は な い こ と に 留 意 さ れ た い 。 本 考 案 の 実 施 例 に 基 づ い て 、 当 業  
者 は 創 造 的 な 労 働 を す る こ と な く 得 ら れ た 他 の 実 施 形 態 は 、 す べ て 本 考 案 の 保 護 範 囲 に 含  
ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 一 実 施 例 は 、 弾 性 ヒ ー ル １ を 提 供 し 、 こ の 実 施 例 の  
弾 性 ヒ ー ル １ は Ｔ Ｐ Ｕ （ 熱 可 塑 性 ポ リ ウ レ タ ン ） 材 料 か ら な り 、 連 結 部 １ １ と 弾 性 部 １ ２  
を 含 み 、 連 結 部 １ １ と 弾 性 部 １ ２ は い ず れ も ソ ー ル ２ の ヒ ー ル に 近 い 端 の 縁 に 沿 っ て 半 包  
括 構 造 に な っ て お り 、 連 結 部 １ １ は 弾 性 部 １ ２ の 地 面 か ら 離 れ た 側 に 設 け ら れ 、 弾 性 部 １  
２ は 中 央 か ら 両 端 に 傾 斜 し 、 連 結 部 １ １ の 底 端 の 半 包 括 構 造 は 弾 性 部 １ ２ 頂 端 の 半 包 括 構  
造 に 接 続 さ れ 、 弾 性 部 １ ２ に 垂 直 下 向 き の 力 が 加 わ る と 、 弾 性 部 １ ２ は 下 向 き に 弾 性 変 形  
す る こ と が で き 、 弾 性 部 １ ２ に 力 が な く な る と 、 弾 性 部 １ ２ は 弾 性 部 １ ２ の 元 の 位 置 に 戻  
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 弾 性 ヒ ー ル １ を 靴 に 取 り 付 け る と 、 ユ ー ザ が 靴 を 履 く と き 、 ユ ー ザ の ヒ ー ル が 下 向  
き に 弾 性 部 １ ２ を 押 圧 し 、 弾 性 部 １ ２ が 変 形 し 、 ヒ ー ル が 下 向 き に ソ ー ル ２ ま で 続 く と 、  
弾 性 部 １ ２ が 反 発 力 を 発 生 さ せ て 足 首 の 位 置 ま で 上 向 き に 戻 り 、 靴 が 足 に 沿 わ な い こ と を  
防 止 す る と 同 時 に 、 靴 を 履 く と き 、 屈 ん で ヒ ー ル を 手 で 上 げ る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 具 体 的 に 、 弾 性 部 １ ２ は 、 弾 性 部 部 分 １ ２ １ と 接 続 部 １ ２ ２ を 含 み 、 弾 性 部 部 分 １ ２ １  
は 接 続 部 １ ２ ２ の 上 方 に 設 け ら れ 、 つ ま り 、 弾 性 部 部 分 １ ２ １ は ソ ー ル ２ と ア ッ パ ー ３ の  
両 方 に 接 着 剤 で 接 着 さ れ 、 接 続 部 １ ２ ２ は ア ッ パ ー ３ の み に 接 着 さ れ 、 弾 性 部 部 分 １ ２ １  
と 接 続 部 １ ２ ２ は い ず れ も 半 包 括 構 造 と な っ て お り 、 弾 性 部 部 分 １ ２ １ は 接 続 部 １ ２ ２ の  
内 部 に 包 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し い 実 施 態 様 と し て 、 弾 性 部 部 分 １ ２ １ と 接 続 部 １ ２ ２ は 一 体 的 に 成 形 さ れ 、 つ ま  
り 本 考 案 の 弾 性 ヒ ー ル １ は １ 回 限 り の プ レ ス 加 工 製 品 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 好 ま し い 実 施 態 様 と し て 、 弾 性 部 部 分 １ ２ １ は 中 空 構 造 で あ り 、 外 力 に よ っ て 押 し 出 さ  
れ た と き 中 空 構 造 が 変 形 し 、 弾 性 反 発 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 中 空 構 造 は 菱 形 の 穴 で も 、 円 形 の 穴 で も 、 他 の 形 状 で あ っ て も よ く 、 外 力 に よ  
っ て 押 し 出 さ れ た と き 、 弾 性 変 形 を 起 こ す こ と が で き れ ば 、 本 考 案 の 保 護 範 囲 に 含 ま れ る  
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 よ り 好 ま し い 実 施 態 様 と し て 、 連 結 部 １ １ の 中 部 が 弾 性 部 １ ２ が 位 置 す る 平 面 に 投 影 さ  
れ る と 、 連 結 部 １ １ の 中 部 が 弾 性 部 １ ２ の 中 部 よ り も ヒ ー ル に 向 か う 側 に 投 影 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 連 結 部 １ １ の 中 部 と 弾 性 部 １ ２ の 中 部 間 の 連 結 線 は 円 弧 状 で あ り 、 人 間 工 学 的 に ヒ ー ル  
か ら 足 首 ま で の 曲 線 に 適 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 よ り 好 ま し い 実 施 態 様 と し て 、 接 続 部 １ ２ ２ の 中 部 に ヒ ー ル か ら 離 れ た 方 向 に 窪 み 領 域  
１ ２ ２ １ を 有 し 、 こ の 窪 み 領 域 １ ２ ２ １ に よ り 弾 性 部 １ ２ の 弾 性 領 域 が さ ら に 増 加 し 、 同  
時 に ソ ー ル ２ に 接 着 す る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 一 実 施 例 は 、 靴 を さ ら に 提 供 し 、 ソ ー ル ２ 、 ア ッ パ ー ３ お  
よ び 上 記 の い ず れ か １ 項 の 弾 性 ヒ ー ル １ を 含 み 、 ア ッ パ ー ３ は ソ ー ル ２ に 固 定 さ れ 、 弾 性  
ヒ ー ル １ は ソ ー ル ２ と ア ッ パ ー ３ の 両 方 に 設 け ら れ 、 弾 性 ヒ ー ル １ の 連 結 部 １ １ は ア ッ パ  
ー ３ に 接 続 さ れ 、 弾 性 ヒ ー ル １ の 弾 性 部 １ ２ は ア ッ パ ー ３ と ソ ー ル ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 具 体 的 に 、 使 用 に 適 し た 靴 の サ イ ズ を 選 択 す る 必 要 が あ り 、 靴 を 履 い た 後 、 弾 性 部 １ ２  
が 足 首 か ら 適 度 な 距 離 に 位 置 し 、 近 す ぎ る と 弾 性 部 １ ２ が 上 に 跳 ね 上 が ら ず 、 遠 す ぎ る と  
弾 性 部 １ ２ が 固 定 的 な 役 割 を 果 た せ な い 、 す な わ ち 足 に 追 従 し な い よ う に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 よ り 好 ま し い 実 施 態 様 と し て 、 ア ッ パ ー ３ の 連 結 部 １ １ と 弾 性 部 １ ２ に 接 触 す る 領 域 は  
柔 軟 ア ッ パ ー ３ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 連 結 部 １ １ と 弾 性 部 １ ２ に 接 着 さ れ た ア ッ パ ー ３ は 柔 軟 ア ッ パ ー ３ で あ り 、 柔 軟 ア ッ パ  
ー ３ は 弾 性 部 １ ２ の 曲 げ に 追 従 し て 曲 が る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 考 案 の 説 明 に お い て 、 特 に 明 記 し な い 限 り 、 「 複 数 」 は ２ つ 以 上 を 意 味 し 、 「 上 」 、  
「 下 」 、 「 左 」 、 「 右 」 、 「 内 」 、 「 外 」 、 「 前 端 」 、 「 后 端 」 、 「 頭 部 」 、 「 尾 部 」 な  
ど の 用 語 で 示 さ れ る 方 位 ま た は 位 置 関 係 は 、 図 面 に 示 す 方 位 ま た は 位 置 関 係 に 基 づ い て 物  
で あ り 、 本 考 案 の 説 明 お よ び 説 明 の 簡 略 化 の 目 的 で の み 使 用 さ れ 、 か か る 装 置 ま た は デ バ  
イ ス は 必 ず し も 特 定 の 方 位 を 有 し 、 特 定 の 方 位 で 構 成 お よ び 操 作 さ れ る 必 要 が あ る こ と を  
指 示 ま た は 暗 示 す る も の で は な い の で 、 本 考 案 の 制 限 と し て 理 解 さ れ な い 。 さ ら に 、 「 第  
１ 」 、 「 第 ２ 」 、 「 第 ３ 」 な ど の 用 語 は 説 明 の 目 的 で の み 使 用 さ れ 、 相 対 的 な 重 要 性 を 指  
示 ま た は 暗 示 す る も の で は な い こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 考 案 の 説 明 に お い て 、 特 に 明 示 的 に 規 定 お よ び 限 定 し な い 限 り 、 「 取 付 」 、 「 連 結 」  
、 「 接 続 」 な ど は 広 義 的 に 理 解 さ れ た く 、 例 え ば 、 固 定 的 に 接 続 し て も よ く 、 着 脱 可 能 に  
接 続 し て も よ く 、 ま た は 一 体 的 に 接 続 し て も よ い し 、 機 械 的 に 接 続 し て も よ く 、 電 気 的 に  
接 続 し て も よ い し 、 直 接 に 連 結 し て も よ く 、 中 間 媒 体 を 介 し て 間 接 的 に 連 結 し て も よ い 。  
当 業 者 に と っ て 、 具 体 的 な 状 況 に 応 じ て 本 考 案 の 上 記 の 具 体 的 な 意 味 を 理 解 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 、 本 考 案 の 具 体 的 な 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 考 案 の 保 護 範 囲 は こ れ に 限 定 さ れ な  
く 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 考 案 が 開 示 す る 技 術 的 範 囲 内 で 容 易 に 想 到 し た 変 更 や 置 換 は 、 す  
べ て 本 考 案 の 保 護 範 囲 に 含 ま れ る べ き で あ る 。 し た が っ て 、 本 考 案 の 保 護 範 囲 は 実 用 新 案  
登 録 請 求 の 範 囲 に 従 う も の と す る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １         弾 性 ヒ ー ル
　 １ １       連 結 部
　 １ ２       弾 性 部
　 １ ２ １     弾 性 部
　 １ ２ ２     接 続 部
　 １ ２ ２ １   窪 み 領 域
　 ２         ソ ー ル
　 ３         ア ッ パ ー
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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